
課題 32-1
有用広葉樹試植検定林の造成（その 1）

（平成 25 年度繰上完了報告）

九州森林管理局

森林技術・支援センター

１ はじめに

九州では高地を除く大部分の森林において温暖、湿潤な気候条件からタブノキ、カシ

・シイ類等の常緑広葉樹林（照葉樹林）が生育している。これらの常緑広葉樹林も戦後

の木材需要に応えるため材質・経済的に有利なスギ、ヒノキを主体とする森林に変わり

針葉樹資源は充実してきたが、広葉樹資源は量

的な減少と質的な低下が懸念されるところとな

った。さらに、森林にはこれまでの木材生産機

能だけでなく、国土の保全や水源の涵養等の公

益的機能を含む多様な森づくりが求められるよ

うになった。宮崎県綾町では日本最大規模の照

葉樹林を保護するため「綾の照葉樹林プロジェ

クト」を発足させ、人工林を照葉樹林に誘導す

るための取り組みも行われている。

このように多様な森づくりのため、林木育種

センター九州育種場で選抜した有用広葉樹タブ

ノキを用いて針広混交林の造成に適した優れた

現地適応試験を行うこととした。具体的には成

長等の各種形質についての遺伝性を調査すると

ともに有用広葉樹を造成する際に下刈の必要回

数等の造林技術の解明を図るものとする。

（植栽木一覧）

２ 試験方法 旭 志 村 1 号 100 本
(1) 試験地の場所 旭 志 村 2 号 80本

宮崎森林管理署管内 鰐頭国有林 84 ぬ 1 林小班 旭 志 村 3 号 100 本
旭 志 村 4 号 100 本

(2) 概況(図－ 1 参照) 白 水 村 1 号 100 本
① 面 積 0.38ha 久木野村１号 100 本
② 植 栽 タブノキ 13 系統 1,130 本 産 山 村 1 号 50本
③ 植栽方法 各系統の半数をＡ・Ｂの 2 つのプロットに分 長 陽 村 1 号 100 本

けて植栽 阿 蘇 町 1 号 80本
④ 標 高 約 700 ｍ 高 森 町 1 号 80本
⑤ 試験期間 平成 9 年度～平成 38 年度（平成 25 年度繰上 高 森 町 2 号 100 本

完了） 高 森 町 3 号 40本
矢 部 町 1 号 80本

(3) 施業履歴
年度 9年度 10 年度 11年度 12 ～ 14 年度 15年度 16年度 19年度 20 年度 22 年度 23年度
実 地拵 下刈 補植 下刈 調査 下刈 つる切 除伐 調査 除伐
施 植付 つる切 下刈 つる切 調査 調査
内 調査 調査 つる切 調査
容 調査

(4) 調査方法等
① 調査対象 1 系統当たり 40 本（調査全本数：520 本）
（Ａ・Ｂプロット調査本数＝ 13 系統× 20 本 /系統× 2 プロット）

② 調査項目 根元径 mm 単位、胸高直径 cm 単位、樹高 10cm 単位

図－ 1 位置図



(5) 補植に関する調査
平成 11 年 5 月に補植を行い 19 本（旭志村 1 号 3 本、旭志村 4 号 1 本、旭志村 5 号 9

本、久木野村 1 号 2 本、白水村 1 号 1 本、高森町 1 号 1 本、長陽村 1 号 2 本）につい
て調査を実施する。

(6)統計解析
各系統別の樹高及び根元・胸高直径の分布については、一元配置分散分析（Tukey）

の方法を用いた。

この解析は統計解析アドインソフトの Excel 統計 2012 で行った。

３ 結果と考察

(1) 植栽本数の推移
平成 10 年 3 月にタブノキ 13 系

統 1,130 本を植栽し、このうち 1
系統あたり 40 本、13 系統 520 本
について調査を開始したが、野兎

による食害等により調査木 24 本
が枯損した。このため平成 11 年 5
月に 19 本の補植を行なった。
平成 10 年 3 月に植栽した 13 系

統 520 本のうち平成 22 年 11 月ま
で生存した本数は 286 本、生存率
は 55 ％であった。生存率の高い
系統は「旭志村 2 号」の 78 ％、「長
陽村 1 号」の 75 ％、「矢部町 1 号」
の 70 ％、一方、生存率の低い系
統は、「阿蘇町 1 号」の 35 ％、「産
山村 1 号」の 38 ％であった（表
－ 1、図－ 2 参照）。

表－ 1 植栽木の生存率

図－ 2 系統別・生存本数の推移



(2) 樹高の生育状況
平成 10 年 3 月に植栽したタブノ

キの苗高は 0.2 ｍから 1 ｍ程度、
平均苗高は 0.45 ｍであった。
樹高の生育状況は、平成 22 年 11

月に生存している 286 本について
平均樹高の推移を見ることとした。

これは正常な樹高成長を把握する

ため野兎被害を受けた植栽木につ

いては調査対象から除外すること

としたものである（図－ 3、表－ 2
参照）。

全体の傾向としては平成 17 年 3
月以降に伸長が良好となっている。

系統別に平成 10 年 3 月と平成 22
年 11 月を比較すると、最も成長率
の高いタブノキは「高森町 3 号」、
「阿蘇町 1 号」、「高森町 1 号」で、
成長率の低いタブノキは「高森町 2
号」、「矢部町 1 号」、「旭志村 1 号」
「旭志村 2 号」であることが判読
できる。

この系統別の樹高成長量について統計解析したところ、「旭志村 4 号」（有位 1%未
満）の系統が最も有意差が顕著に表れ、その次には「旭志村 1 号」（有位 5%未満）で
あった。（図－ 4、表－ 3 参照）

図－ 3 系統別生存木の樹高推移

表－ 2 系統別平均樹高の成長比較



(3) 根元・胸高直径の成育状況
根元・胸高直径の成育状況につい

ても樹高と同様に平成 22 年 11 月に
生存している 286 本について各系統
別の成育状況の推移は見ることとし

た。なお、根元直径の測定は平成 10
年 3 月から平成 17 年 3 月までの期
間、胸高直径の測定は平成 17 年 3
月以降である。（図－ 5，7、表－ 4，6
参照）

① 根元直径

根元直径を測定していた平成

17 年 3 月と植栽時の平成 10 年 3
月を比較すると、最も成長率の高

いタブノキは「旭志村 4 号」と「旭
志村 1 号」、成長の低いタブノキ
は「高森町 2 号」、「旭志村 5 号」、「矢部町 1 号」であることが判読できる。

表－ 4 平均根元直径の成長比較

図－ 4 系統別樹高分布(H22 年度調査時点)

表－ 3 系統別樹高分布の有意差



この系統別の根元直径の成長量（H10 ～ H17 までの 7 年間）について統計解析し
たところ、「旭志村 4 号」及び「旭志村 1 号」は、ほぼ全ての系統に対して最も有
意差（有位 1%未満）が顕著に表れ、その次には「旭志村 2 号」（有位 5%未満）で
あった。（図－ 6、表－ 5 参照）

図－ 5 生存木の根元直径の推移

図－ 6 系統別根元直径の分布(H22 年度調査時点)



② 胸高直径

胸高直径の測定を始めた平

成 17 年 3 月以降における成育
状況を平成 22 年 11 月と比較
すると、最も成長率の高いタ

ブノキは「旭志村 5 号」、「高
森町 3 号」、「産山村 1 号」で
あった。

逆に、成長の低いタブノキ

は「旭志村 4 号」、「旭志村 1
号」、「旭志村 2 号」、「白水村 1
号」、「長陽村 1 号」であるこ
とが判読できる。（図－ 7、表
－ 6 参照）

図－ 7 生存木の胸高直径の推移

表－ 6 平均胸高直径の成長比較

表－ 5 系統別根元直径分布の有意差



この系統別の胸高直径の成長量（H17 ～ H1722 までの 4 年間）について統計解析
したところ、どの系統も胸高直径成長量が同じ程度であったことから有意差は得ら

れなかった。（図－ 8 参照）

統計解析した結果、根元直径・胸高直径の肥大成長に対しての生育が良好な系統に

ついては、系統間での有位な差は得られなかった。

(4) 補植苗の生存率・成育状況
平成 10 年 3 月に植栽した調査木 520

本は、平成 11 年 5 月には 24 本が野兎
被害等により枯死したため平成 11 年 5
月に 19 本の補植を実施した。
① 生存率

補植したタブノキ 19 本は、その後、
平成 22 年 11 月には 6 本を残して 13
本は枯死してしまった。生存率は 32
％である。これは野兎による食害だ

けでなく上木による被圧の影響も考

えられる（図－ 9、表－ 7 参照）。

図－ 9 補植の本数の推移

表－ 7 補植苗の生存率

図－ 8 系統別生存木の胸高直径分布(H22 年度調査時点)



② 生育状況

ここでも補植苗の成育状況を平成 22 年
11 月に生存している 6 本について、樹高、
根元径・胸高直径について見てみる。

ⅰ 樹高

平成 11 年 5 月の植栽時の平均苗高は
0.59 ｍ、平成 22 年 11 月の平均樹高で
は 4.17 ｍであり、大きな開きは見られ
なかった。伸長の傾向としては平成 17
年 3 月以降に良好な成長を示している
ように思われる（図－ 10、表－ 8 参照）。

ⅱ 平均根元直径

平成 11 年 5 月の植栽時の平均根
元直径は 0.8cm、平成 17 年 3 月では
3.5cm となっている。植栽時には大
きな開きは見られなかったが、平成

17 年 3 月には約 2 倍の開きが発生
しているものもある。この原因とし

て、野兎による食害や被圧によって

成長に差が生じたものと思われる

（図－ 11、表－ 9 参照）。

図－ 10 補植の生存木の樹高の推移

表－ 8 補植の生存木の樹高の成長比較

図－ 11 補植の生存木の根元直径の推移

表－ 9 補植の生存木の根元直径の成長比較



ⅲ 胸高直径

胸高直径の成育状況は、平成

17 年 3 月の植栽時の平均胸高直
径は 1.8cm、平成 22 年 11 月では
6.7cm となっており、5 年間で約
5cm 成長している（図－ 12、表
－ 10 参照）。

４ まとめ

共同研究機関である林木育種センターでは平成 7 年度から「有用広樹樹育種事業化プ
ロジェクト」に取り組み、九州地域ではタブノキを重要樹種として検討されることとな

った。タブノキ優良木の選出基準としては、単幹・通直性、正円性、枝下高、材の色調、

成長性、各種の抵抗性、立地適応性の拡大が求められるとしており、本試験地において

は、植栽から 12 年間における初期段階での成長と抵抗性（生存状況）について次のと
おり調査することができた。

平成 10 年 3 月の植栽から平成 23 年度までの保育作業としては、下刈 6 回、つる切 3
回、除伐 2 回を実施している。平成 11 年 5 月には補植を実施している。
(1) 生存率

平成 10 年 3 月に植栽した 13 系統 520 本は、平成 22 年 11 月の調査で 234 本が枯死、
生存数は 286 本、生存率は 55 ％という状況であった。
生存率の高い系統は「旭志村 2 号」、「長陽村 1 号」、「矢部町 1 号」であった。

(2) 生育状況
成育状況では、平成 22 年 11 月に生存している 286 本について、その樹高及び

根元・胸高直径の推移を比較して見ると次のとおりである。

① 樹高

平均樹高は平成 10 年 3 月の植栽時に 0.45 ｍが平成 22 年 11 月には 4.02 ｍに伸長
し 12 年間の成長量は 3.57 ｍであった。平均根元直径は平成 10 年 3 月に 0.7 ｃｍが
平成 17 年 3 月には 4.6 ｃｍとなり 7 年間の成長量は 3.9 ｃｍであった。
統計解析により平均樹高の最も良好（成長率）な系統は「旭志村 4 号」であり、

次いで「旭志村 1 号」となった。
② 平均胸高直径及び平均根元直径

図－ 12 補植の生存木の胸高直径の推移

表－ 10 補植の生存木の胸高直径の生長比較



平均胸高直径は平成 17 年 3 月に 2.4 ｃｍが平成 22 年 11 月に 7.6 ｃｍとなり 5 年
間の成長量は 5.2 ｃｍであった。
平均根元直径についても統計解析により最も良好（成長率）な系統は「旭志村 1

号」及び「旭志村 4 号」であり、次いで「旭志村 2 号」となった。
平均胸高直径についても同様に統計解析した結果、系統間に優位な差は認められ

なかった。平均胸高直径については調査期間が 5 年間であったことから、統計的な
有意差は生じなかったものと推測される。

③ 良好な系統

このことから、平均根元直径を初期成長として捉えると、樹高成長及び平均根元

直径共に優位であった「旭志村 4 号」が、最も良好な生育状況を示す系統と認めら
れる。

また次いで「旭志村 1 号」も良好な生育する系統であることが伺える。
④ 外的要因

本試験地において最も大きな課題としては野兎による食害であり、食害を幾度も

受けることによって枯死に至ることからこの被害対策が必要である。本試験地はタ

ブノキの一斉造林であるため特に下刈直後は野兎の食害を受けやすかったものと考

えられる。

平成 11 年 5 月に補植したタブノキの生存率は 32 ％であり、平成 10 年 3 月に植
栽した生存率 55 ％よりもさらに低い結果となった。これは野兎による食害だけで
なく周囲に存在する成長した植生等からの被圧の影響も考えられる。



技術開発課題３２－１(画像)

試験地設定（Ｈ１０．７撮影） 試験地設定（Ｈ１０．７撮影）

除伐実施（Ｈ２３．４撮影） 除伐実施（Ｈ２３．４撮影）

下刈実施（Ｈ１６．６撮影） 下刈実施（Ｈ１６．６撮影）


